
否
決
議
案
を
再
び
ゴ
リ
押
し

2
月
12
日
㈭
の
臨
時
議
会
に
向
け
、
議
会
運
営
委

員
会
が
2
月
5
日
㈭
に
開
か
れ
ま
し
た
。

高
市
首
相
の
開
催
総
選
挙
費
用
、
国
の
物
価
対

策
臨
時
交
付
金
の
使
途
、
現
在
の
65
歳
以
上
年
48

枚
の
無
料
入
浴
券
を
廃
止
し
、
あ
お
い
パ
ー
ク
と

サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
、
元
気
っ
ス
館
の
入
浴
料
金
を
障

が
い
者
と
65
歳
以
上
半
額
料
金
に
す
る
使
用
料
条

例
が
提
案
さ
れ
ま
す
・

公
共
施
設
で
構
成
市
の
料
金
差
別

碧
南
市
高
浜
市
で
構
成
す
る
、
衣
浦
衛
生
組
合
で

は
、
碧
南
市
民
の
65
歳
以
上
と
障
が
い
者
の
サ
ン

ビ
レ
ッ
ジ
利
用
料
金
半
額
減
免
は
全
く
感
知
し
ま

せ
ん
。
日
本
共
産
党
山
口
は
る
み
議
員
は

「
一
部

事
務
組
合
を
構
成
す
る
碧
南
市
と
高
浜
市
で
料
金

が
違
う
差
別
は
、
公
共
施
設
と
し
て
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
こ
と
。
高
浜
市
長
は
、
碧
南
市
と
足
並
み

を
そ
ろ
え
る
べ
き
。
実
施
し
な
け
れ
ば

「負
担
金
」

で
背
負
わ
さ
れ
る
だ
け
」
と
、
両
市
の
同
一
料
金

を
求
め
て
い
ま
す
。
今
ま
で
碧
南
市
の
年
48
枚
の

無
料
券
配
布
は

「福
祉
施
策
」
と
し
て
き
ま
し
た
。

4
月
以
降
は
、
料
金
に
差
別
化
を
も
と
込
む
も

の
で
す
。
委
託
先
の
木
村
建
設
㈱
に
券
売
機
の
設

置
や
看
板
設
置
を
碧
南
市
が
独
自
に
契
約
す
る
の

も
一
部
事
務
組
合
の
予
算
で
委
託
し
て
い
る
以
上

不
当
な
契
約
と
な
り
ま
す
。

水
道
基
本
料
金
５
～
10
月
ま
で
免
除
。

で
も
大
幅
値
上
げ
に

国
の
臨
時
特
別
交
付
金
の
う
ち
２
億
円
は
２
０
２

６
年
度
予
算
に
回
し
、
水
道
基
本
料
金
を
５
月
～

10
月
ま
で
免
除
し
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
令
和
９
年
２
月
か
ら
水
道
料
金

の
大
幅
引
上
げ
を
市
当
局
は
計
画
。
水
道
審
議
会
で

《表
》
の
よ
う
に
西
三
河
で
２
番
目
に
高
く
な
る
20

㍉
口
径
料
金
な
ど
総
額
年
2
億
５
千
万
円
の
値
上
げ

を
6
月
課
9
月
に
議
会
に
提
案
の
予
定
で
す
。

物
価
高
騰
の
く
ら
し
に
国
の
臨
時
交
付
金
の
ね
ら

い
さ
え
チ
ャ
ラ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ス
マ
ホ

・
ク
ー
ポ
ン
２
億
円
の
バ
ラ
マ
キ

ス
マ
ホ
の
無
い
人
は
排
除
さ
れ
る
。
市
外

の
人
に
も
ば
ら
ま
か
れ
る
ス
マ
ホ
・
ク
ー
ポ

ン
。
前
回
は
7
千
万
円
で
し
た
が
、
今
回
2

億
円
に
拡
大
し
て
実
施
し
ま
す
。

ス
マ
ホ
の
な
い
人
へ
の
対
策
が
必
要
で
す
。

消
費
税
キ
ッ
パ
リ
廃
止
、
イ

ン
ボ
イ
ス
廃
止
を
。
日
本
共

産
党
を
伸
ば
し
実
現
へ

総
選
挙
で
日
本
共
産
党
を
伸
ば
し
、
富
め
る
者
か

ら
税
を
。
軍
事
費
増
や
す
な
く
ら
し
を
守
れ
。
の
声

を
キ
ッ
パ
リ
示
し
ま
し
ょ
う
。

大
企
業
に
も
ア
メ
リ
カ
に
も
ち
ゃ
ん
と
も
の
言
い
、

ゆ
が
ん
だ
政
治
を
大
本
か
ら
変
え
ま
し
ょ
う
。

１
０
４
年
の
歴
史
が
示
す
日
本
共
産
党
を
今
こ
そ

伸
ば
す
時
で
す
。

２０２６年２月８日
NO.２３１２

日本共産党碧南市委員会
碧南市笹山町3-13-10

電話・FAX/42-8706

日本共産党生活相談所
山口はるみ 電話 42-8940 FAX 41-9904
磯貝 明彦 電話・FAX 48-2718

臨時会
碧南市民と高浜市民、差別料金でいいのか

西三河で2番目に高く

なる20mm口径料金

水
道
審
議
会
で
の
値
上
げ
案



富
の
集
中
を
た
だ
す

大
幅
な
賃
上
げ
と
時
短
は
可
能
だ

日
経
平
均
株
価
が
５
万
円
を
超
え
史
上
最
高
値
を
突
破
し
、

大
企
業
は
史
上
最
高
益
を
４
年
連
続
で
更
新
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
実
質
賃
金
は
11
カ
月
連
続
で
減
少
し
、
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
が
始
ま
っ
た
１
２
年
前
と
比
べ
て
年
額
３
４
万
円

も
減
り
ま
し
た
。
企
業
倒
産
は
12
年
ぶ
り
に
１
万
件
を
超
え

て
い
ま
す
。
日
本
経
済
は
停
滞
し
続
け
て
い
ま
す
。

株
主
優
先
の
大
企
業

自
民
党
の
財
界
・
大
企
業
優
先
の
政
治
が
、
大
株
主
と
大

企
業
へ
の
富
の
一極
集
中
を
極
端
に
ひ
ど
く
し
て
き
た
か
ら

で
す
。
こ
の
12
年
間
で
株
主
へ
の
配
当
は
２
・
８
倍
に
な
り
、

大
企
業
の
内
部
留
保
は
３
３
３
兆
円
か
ら
５
６
１
兆
円
へ
２

０
０
兆
円
以
上
も
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

株
価
を
つ
り
上
げ
て
大
株
主
の
資
産
を
増
や
す
た
め
の
「自

社
株
買
い
」
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
こ
の
２
年
間
に
上
場
企

業
が
自
社
株
買
い
に
使
っ
た
資
金
は
33
兆
円
で
、
こ
れ
ら
の

企
業
の
正
社
員
給
与
総
額
２
年
分
に
匹
敵
し
ま
す
。

黒
字
な
の
に
リ
ス
ト
ラ
!!

「株
主
利
益
率
」
を
あ
げ
る
た
め
に
、
黒
字
な
の
に
リ
ス
ト

ラ
を
す
る
こ
と
ま
で
起
き
て
い
ま
す
。
東
京
商
工
リ
サ
ー
チ

の
調
査
に
よ
る
と
、
昨
年
、
早
期
退
職
を
募
集
し
た
企
業
の

７
割
が
黒
字
で
す
。

利
益
の
う
ち
ど
れ
だ
け
が
人
件
費
に
回
っ
た
か
を
示
す
労

働
分
配
率
は
、
２
０
２
４
年
度
に
中
小
企
業
が
７
５
・
６
％

な
の
に
大
企
業
は
３
７
・
４
％
で
す
。
中
小
企
業
は
12
年
度

か
ら
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
の
に
大
企
業
は
50
％
台
か
ら
大

幅
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

富
も
時
間
も
労
働
者
に
取
り
戻
す

日
本
共
産
党
は
、
大
株
主
と
大
企
業
へ
の
「富
の
一極
集

中
」
を
た
だ
し
、
労
働
者
の
つ
く
っ
た
富
を
労
働
者
の
手
に

取
り
戻
す
こ
と
を
訴
え
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
切
り
込
ん
で
大

幅
な
賃
上
げ
を
行
う
こ
と
が
日
本
経
済
を
ま
と
も
に
発
展
さ

せ
る
カ
ギ
で
す
。

高
市
早
苗
首
相
は
、
石
破
茂
政
権
が
掲
げ
て
い
た
最
低
賃

金
を
２
０
２
９
年
ま
で
に
時
給
１
５
０
０
円
に
す
る
と
い
う

目
標
す
ら
投
げ
捨
て
て
し
ま
い
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は
、
最
低
賃
金
を
時
給
１
５
０
０
円
、
手
取

り
月
額
20
万
円
程
度
に
す
み
や
か
に
引
き
上
げ
、
さ
ら
に
１

７
０
０
円
に
す
る
こ
と
、
全
国
一律
最
賃
制
の
確
立
を
要
求

し
ま
す
。

週
35
時
間
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
当

た
り
前
。
32
時
間
め
ざ
す

日
本
の
フ
ル
タ
イ
ム
労
働
者
の
労
働
時
間
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
主
な
国
と
比
べ
て
年
間
３
０
０

時
間
も
長
く
、
「過
労
死
」
が
い
ま
だ
大
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
賃
上
げ
と
一
体
に
、
労
働

時
間
を
短
縮
し
、
「自
由
な
時
間
」
を
増
や
す

こ
と
で
、
賃
金
も
時
間
も
労
働
者
に
取
り
戻
す

こ
と
が
必
要
で
す
。

庶
民
の
ふ
と
こ
ろ
温
め
て
こ
そ

日
本
共
産
党
が
消
費
税
減
税
の
財
源
に
大
企

業
優
遇
税
制
の
是
正
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
に
対

し
、
民
放
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
で
解
説
者
が
「そ

れ
だ
と
賃
上
げ
の
原
資
が
な
く
な
る
」
と
の
べ

ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
は
誤
り
で
す
。
大
も
う
け
し

て
い
る
大
企
業
が
賃
上
げ
に
回
さ
な
い
の
は
、

も
う
け
が
自
社
株
買
い
や
株
主
へ
の
配
当
に
優

先
し
て
あ
て
ら
れ
た
う
え
、
内
部
留
保
に
な
っ

て
い
る
か
ら
で
す
。
消
費
税
を
一律
５
％
に
す
る
の
に
必
要

な
の
は
１
６
・
３
兆
円

で
す
。
大
企
業
の
内
部

留
保
５
６
１
兆
円
の
２
・

９
％
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

大
企
業
優
遇
税
制
を
是

正
し
て
消
費
税
減
税
に

使
っ
て
も
、
内
部
留
保

の
一部
と
自
社
株
買
い

や
株
の
配
当
に
回
っ
て

い
る
分
の
資
金
の

活
用
で
労
働
者
の

賃
上
げ
を
す
る
体

力
は
大
企
業
に
は

十
分
に
あ
り
ま
す
。

消
費
税
減
税
と
セ
ッ

ト
の
物
価
を

上
回
る
賃

上
げ
が
、

日
本
経
済

の
成
長
の

道
で
す
。
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大
軍
拡
・
大
増
税
許
す
な

へ
き
な
ん

19
行
動

２
月
19
日
（木
）午
前
11
時
～
12
時

ピ
ア
ゴ
碧
南
東
店

碧
南
市
東
浦
町
６
ー

17
（日
進
小
学
校
南
）

し
ん
ぶ
ん
赤
旗

電
子
版

申
込
は
こ
こ
か
ら

Tax the Rich 碧南市でも国でも

富める者に課税を

首
相
、
党
首
討
論

逃
げ
る
な

共
産

・
社
民
、
再
開
催
求
め
る
ー
Ｎ
Ｈ
Ｋ
欠
席
に
ー

高
市
早
苗
首
相

（自
民
党
総
裁
）
が
１
日
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ

「日
曜
討
論
」

を

「腕
を
痛
め
た
」
と
の
理
由
で
欠
席
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
日
本

共
産
党
と
社
民
党
は
２
日
、
欠
席
に
強
く
抗
議
す
る
と
と
も
に
、
首

相
出
席
の
形
で
各
党
党
首
に
よ
る
討
論
の
機
会
を
速
や
か
に
設
け
る

よ
う
自
民
党
に
申
し
入
れ
ま
し
た
。
番
組
は
１
日
午
前
９
時
か
ら
生

放
送
さ
れ
ま
し
た
が
、
冒
頭
で
司
会
者
が
首
相
の
欠
席
に
つ
い
て

「今
朝
こ
ち
ら
に
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
」
と
説
明
。
一
方
、
高
市
首

相
は
同
日
午
後
、
岐
阜
県
や
愛
知
県
で
の
遊
説
を
予
定
通
り
行
い
ま

し
た
共
産
党
と
社
民
党
の
連
名
の
抗
議
文
は
、
同
番
組
が

「各
党
党

首
が
国
民
の
前
で
政
策
や
政
治
姿
勢
を
直
接
議
論
す
る
唯
一
の
、
極

め
て
重
要
な
機
会
で
あ
っ
た
」
と
指
摘
。
大
き
な
関
心
事
で
あ
る
自

民
党
の
裏
金
問
題
、
首
相
自
ら
も
関
わ
る
統
一
協
会
問
題
な
ど
に
つ

い
て

「自
ら
国
民
の
前
で
説
明
し
、
各
党
党
首
と
正
面
か
ら
議
論
す

る
責
任
が
あ
る
」
と
強
調
し
ま
し
た
。


